宗祇を継承する古今切紙と『古秘抄別本』 by 小髙 道子
一陽明文庫に『古秘抄』とする一冊が伝わる。この書については新井
栄蔵氏が『古秘抄別本』として影印・紹介され、あわせて宗祇流の古今伝受における裏説について論じられ、宗祇を中心とする古今伝受研究の基盤になった。中でも裏説につい 記した 「内外表裏事」 については、新井氏の考証から離れて引用されることが多い。例えば鈴木元氏は「内外表裏事」 ついてその「解釈法」から「宗祇流伝授の初期段階のものかもしれない」と推定さ た。





継承する三流の古今切紙には見られない。 『古秘抄別本』 は、宗祇とどのような関係があるのだろうか。本稿では、 『古秘抄別本』 に記された項目を検討することにより、 『古秘抄別本』について検討を加えたい。
一
　『古秘抄別本』





















































































































































































　「古今伝授は和歌を進展させたか」 （ 『中世詩歌の本質と連関』 平
24、竹
林舎）
（３）
　
宗祇の古今伝受を直接継承した三流の古今切紙については「宗祇を継
承する三流の古今切紙』 （ 『中京大学国際教養学部論叢』平
29・
10）にお
いて検討を加えた。
（４）
　
智仁親王が古今伝受資料を書写した過程について「御所伝受の背景に
ついて』 （ 『近世文芸』
38　
昭
58・
5）で検討した。
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